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２０２3年度の活動方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新執行委員長の森薫です。教育学部に所属しています。埼玉大学に着任して 4

年度目です。組合を通じて所属学部以外の教職員の皆様と交流し、埼玉大学の

職場としての良さと課題を理解しつつある新参者ではありますが、まずは今年度

の活動方針について述べたいと思います。 

① 教職員が置かれている労働環境を把握し、改善していく 

② 対面とオンラインを併用し、組合員相互の交流をおこなう 

③ 組合の存在と活動の成果をこれまで以上に周知していく 

 ①は、過年度から引き継いでいる方針です。教員・職員が抱える悩みや問題はさ

まざまな部署に点在しているようでいて、実はそこには通底している労働問題があ

るのではないかと考えています。2022 年度は特にハラスメント相談が組合に多く

寄せられました。パワハラ、セクハラ、アカハラ、全て許されないことです。所属や職

位にかかわらず、誰もが安心して働くことのできる埼玉大学を目指していきます。

懲戒規程の改定については人事課との交渉の途上にあります。その他個別相談

等についても引き続きおこなっていきます。 

 ②については、感染症対策を講じつつ、所属部署を超えたつながりを持てる機会

を多く設けられればと考えています。キャンパス内に、労働環境の改善を目指す仲

間の存在を認識できること、それ自体が心地よい労働環境づくりのひとつである

と、組合に入って私自身が実感しているところです。 

 ③についてですが、実は埼玉大学は、2022 年 6 月分のボーナス引き下げ見送

りを実現した唯一の(！！)国立大学です。これは組合の粘り強い交渉と、それに応

えた大学側の努力の賜物といえますが、組合外の教職員には、それほど知られて

いないのではないでしょうか…？「縁の下の力持ち」であることも素晴らしいので

すが、2023 年度は、「こんなことしているよ」「これは組合の成果だよ」と、広く伝

えてきたいと考えています。 

 



 

～新役員紹介～ 
◆森 薫（もり・かおる、執行委員長、教育学部） 
教育学部の芸術講座音楽分野に所属しています。専門は音楽学習論で、近年は子どもたちのつくりだす替え

うたを採集・分析する調査を行っています。替えうた研究で感じることのひとつは、音楽は才能ある一部の人間

のものではなく、すべての人間の生にとって欠くべからざるものということ。安心して働ける環境もまた、すべての

労働者にとって欠くべからざるものです。その実現に向けて取り組んでまいります。 

◆冨田 晃正（とみた・てるまさ、書記長、教養学部） 
今年度、書記長を務めることになりました、冨田晃正と申します。所属は人文社会科学研究科（教養学部）

で、専門は国際関係論です。政治学的なアプローチから貿易政策や移民政策を研究しています。２０１8 年度に

埼玉大学に着任して以来 5 年間、国内においても恵まれた研究及び教育環境に感謝しつつ過ごしております。

そうした埼玉大学の環境を維持、そして可能ならより良くできますよう、一年間頑張りたいと思います。よろしくお

願い申し上げます。 

◆大津 唯（おおつ・ゆい、副委員長、経済学部） 
5 年前に本学に着任してすぐ組合に入会し、代議員は一度務めましたが、執行委員は今回が初めてとなりま

す。専門は社会保障論で、社会保障制度が抱える課題や格差・貧困の実態について、統計学的な研究を行って

きました。そうした知見も活かしながら、より公平で働きやすい大学となるよう微力ながら貢献していければと考

えています。一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

◆野田 匠利（のだ・たくと、副委員長、技術職員） 
まだ本学に着任して 2 年足らずではありますが、この度副委員長等を担当することになりました。普段の主な

職務は工学部機械科で開講されている機械工作実習での実技指導や実習工場の管理になります。現状、技術

職員も組合員比率が決して高いとは言えず、理工学研究科教員や常勤の事務職員に至っては極端に組合員

比率が低迷しているため、そのような現状を打開していきたいと思います。特に若手の組合員を増加させていけ

ればと考えております。 

◆北田 佳子（きただ・よしこ、広報・教文、教育学部） 
今年度、執行委員を務めさせていただくことになりました。所属は教育学部です。近年、いろいろな業種で「働

き方改革」が掲げられるようになりましたが、本学でも、みなさんが今より少しでも気持ちよく働ける職場にして

いけるよう、微力ではありますが委員として精一杯尽力したいと思います。みなさんからさまざまな面で学ばせて

いただきながら、がんばって参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

◆大関 真生子（おおせき・まきこ、非常勤職員部） 
今回初めて執行委員を務めさせていただきます。埼玉大学での勤務は 8 年目に突入しましたが、その間にも

より働きやすい環境へと変化してきました。これまでの組合、執行委員の方々のご尽力の賜と感謝しております。

諸先輩方のように、とはいかないかもしれませんが、微力ながら頑張りたいと思います。一年間どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

◆寺田 礼子（てらだ・れいこ、組合事務） 
今期の執行委員は、6 名中 5 名が初役員の方々で、若さとエネルギー溢れる頼もしいメンバーです。若い頭

で柔軟に対応する組合の一員として、年長の私でもお役に立てればと、もうひと頑張りさせていただきます。 

 埼玉大学教職員組合 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保 255第２生協１階 

E-mail：saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp  URL：http://kumiai.client.jp/  
電話/FAX ：048-853-5609 （内線）723414 

生協第２食堂・理髪店の奥 

教職員組合からのお知らせメールが新しくなりました。差出人が「埼玉大学教職員組合」ではなく

「UNION」と表記されますのでよろしくお願いいたします。場合により迷惑メールとして分類されることもあり

ますのでご注意下さい。 


